
定住促進にむけた取り組みと
定住への課題について

（一社）いわて地域おこし協力隊ネットワーク

岩手移住計画

ライター、キャリアコンサルタント
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自己紹介

手塚さや香 さいたま市出身釜石市在住

フリーランス（個人事業主）
＊ライター
＊キャリアコンサルタント
＊岩手への移住定住促進事業企画運営

（一社）いわて地域おこし協力隊ネットワーク
岩手移住計画

元毎日新聞記者 盛岡→東京→大阪→盛岡

元復興支援員（釜石市／釜援隊）
＊釜石地方森林組合 外部連携コーディネート
＊岩手への移住定住促進事業企画運営
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「地域おこし協力隊」制度の目的

・地域のために活動する人を増やす
・地域で暮らす人を増やす

任期中の過ごし方

・地域と隊員がともに学び合い、成長する

大切にしてほしいこと

・「地域のため」と「自分のため」の両立

地域おこし協力隊ってなに？

総務省「地域おこし協力隊等と地域力創造施策について」 より
3



「地域おこし協力隊」制度の目的

・地域のために活動する人を増やす
・地域で暮らす人を増やす

任期中の過ごし方

・地域と隊員がともに学び合い、成長する

大切にしてほしいこと

・「地域のため」と「自分のため」の両立

協力隊ってなに？
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協力隊、復興支援員のOBOG6名で設立

＜おもな活動＞
・研修会の開催（県から受託）
①初任者研修 年4回 ②分野別研修 年2回
③出口戦略セミナー（起業セミナー） 年1回
④地域づくり人材事例発表会 年1回

・交流活動
毎月第4木曜日にオンラインで開催

・県内協力隊のネットワーク化にむけた活動

noteでの会員の情報発信

・相談窓口の開設

いわて地域おこし協力隊ネットワークの活動
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約140名 の現役隊員が活動中

岩手県内での活動状況

概ね１年以上活動した隊員193人のうち

133人が定住
（68.9％）

うち57人が起業、53人が就業、そのほか事業承継や就農など
（2020年度末時点）

※岩手県地域振興室まとめ

“複業”という働き方への関心が高い
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協力隊定着にむけての課題

・協力隊の主体的なキャリア形成意欲と
行政、関係者のサポートとのバランス

・「起業を期待されている」という思い込みがハードルに

・活動自治体外の県内他地域とのつながりや情報交換
の少なさ

・活動分野以外のつながりや情報の少なさ
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